
 

平成 27 年度男子ジュニアナショナル選手の選考方法 

  平成 27 年 2 月 25 日 

             男子ジュニア強化部 
平成 27 年度男子ジュニアナショナル選手を下記のとおり選考する 

 

選 考 区 分 詳   細 

競技会成績による選考 

【17 名】 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

■印は平成 28 年全日本個人総合有

資格者 

全国大会の上位選手【12 名】A～Eの順に選考する 

A インターハイ         【上位 3名】 ■ 

B インターハイ：高２以下    【上位 1名】 ■ 

C ジュニア 1部         【上位 3名】 ■ 

D ジュニア 1部：高２以下    【上位 2名】 ■ 

E 高校選抜           【1 位-3 位】  

※Eに空位が出た場合はジュニア 1部より繰り上げを行う 

学年別の上位選手【5名】 

・高校 2年：ジュニア 1部    【上位 1名】    

・高校 1年：ジュニア 1部    【上位 1名】    

・中学 3年：ジュニア 2部    【上位 1名】    

・中学 2年：ジュニア 2部    【上位 1名】    

・中学 1年：ジュニア Aクラス  【上位 1名】    

オーディションによる選考 

【13 名】各学年より若干名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

オーディションで選考された選手

の国際大会派遣は、ジュニア大会の

競技結果を基準とする 

オーディションの参加資格 

A 強化候補選手 25 名程度 

・高校１年：ジュニア 1部    【上位 4名】 

・中学 3年：ジュニア 2部    【上位 4名】 

・中学 2年：ジュニア 2部    【上位 2名】  

・中学 2年：ジュニア Aクラス  【上位 2名】   

・中学１年：ジュニア Aクラス  【上位 4名】  

・小学 6年：ジュニア Aクラス  【上位 2名】  

・小学 6年：ジュニア Bクラス  【上位 2名】  

・小学 5年以下：ジュニア Bクラス【上位 2名】    

・全国中学校大会        【優勝者】 

・ジュニア強化部による推薦    【若干名】 

B 所属推薦選手 （小 4～高 1） 

各学校・クラブより所属の推薦選手として申込した選手 

参加多数の場合は、競技会成績を基準に人数制限を行う 

特別推薦  

【若干名】 

・全日本個人総合および種目別選手権の決勝進出選手 

・上記以外に優秀な選手をジュニア強化部より推薦する場合がある

※1 【上位○○名】は、上位選手より順次繰り上げを行う 

※2 競技会の各成績は当該年度の個人総合成績とする（高校選抜は前年度） 

※3 各選考区分で同点者が出た場合は FIG タイブレークを適用する 

※4 国際大会の派遣は全国大会の上位選手より優先順位をつける（但し、各大会の派遣資格年齢に準ずる） 

※5 競技会名の省略 

全日本ジュニア選手権大会および東西決勝大会＝｢ジュニア｣ 

全国高等学校総合体育大会＝｢インターハイ｣ 

全国高等学校選抜大会＝｢高校選抜｣ 

全国ブロック選抜Ｕ-12 選手権大会＝｢Ｕ-12｣ 

 


